
○学校統合に関する検討事項[各学校の収容可能学級数、地域協議会別] 参考

■学級数の見込み

相生

川内

天沼

* 資料17「児童生徒数・学級数の見込み［令和7年度～令和32年度、学年別］」を基に作成したものです。

* 本資料は、学校規模の適正化を検討するため、中学校区内の学校や隣接する学校の児童生徒数・学級数の見込みを分かりやすく説明することを目的としています。また、学校の組合せを例示するもので、教育委員会が決定を行ったものではありません。

* ：単学級あり

* ：複式学級あり
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* 資料9「桐生市立小中学校の施設概要一覧」及び参考資料「学校規模及び学校配置の適正化に向けた組合せ例［令和7年度～令和32年度、中学校区別］」を基に作成
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